
　
九
月
二
十
五
日

　
十
時
研
究
室
。
何
も
出
来
な
い
間
に
日
々
が
流
れ
て
い
る
よ
う
な
不
安
に

包
ま
れ
る
事
が
あ
る
。
マ
、
不
安
は
不
安
と
し
て
危
機
感
に
育
て
な
が
ら
、

や
っ
て
ゆ
く
し
か
無
い
。
研
究
室
の
民
族
雑
居
状
態
を
足
が
地
に
つ
い
た
モ

ノ
に
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ん
だ
ろ
う
。
十
一
時
中
国
の
国
内
移
民
の
居
住
を

調
査
し
て
き
た
陸
海
の
報
告
を
聞
く
。
山
口
勝
弘
電
脳
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
金
閣

寺
」
書
く
。
十
三
時
教
室
会
議
。
入
江
主
任
体
制
と
な
る
。
主
任
に
も
っ
と

力
を
集
中
さ
せ
る
体
制
に
し
な
く
て
は
ダ
メ
だ
。
小
さ
い
学
科
な
の
だ
か
ら
。

十
五
時
教
授
会
。
大
学
内
の
政
治
ゴ
ロ
み
た
い
な
の
が
大
学
そ
の
も
の
を
ダ

メ
に
し
て
い
る
。

　
九
月
二
十
六
日

　
珍
し
く
六
時
前
起
床
。
建
築
の
エ
ス
キ
ス
ス
ケ
ッ
チ
し
よ
う
と
思
っ
て
起

き
た
の
だ
が
ペ
ン
を
持
っ
て
紙
の
前
に
身
構
え
た
ら
、
全
く
手
が
動
か
な
い
。

描
く
も
の
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
ど
う
や
ら
こ
ん
な
時
は
言

葉
で
思
考
し
た
方
が
良
い
の
だ
。
ス
ケ
ッ
チ
は
無
意
識
の
不
自
由
さ
の
内
に

自
由
そ
の
も
の
で
あ
る
意
識
（
方
法
）
を
発
見
す
る
手
段
な
の
が
最
近
解
っ

て
き
た
。
今
朝
の
頭
・
手
の
状
態
は
言
葉
向
き
だ
な
と
考
え
て
、
山
口
勝
弘

電
脳
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
金
閣
を
書
き
継
ぎ
始
め
る
。
早
朝
の
光
が
差
し
込
み
始

め
る
世
田
谷
村
の
食
堂
で
こ
ん
な
時
は
何
よ
り
楽
し
い
。
地
震
が
連
続
し
て

い
る
。
不
安
定
な
大
地
に
も
と
も
と
揺
れ
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
民
族
だ
ぜ
、

我
々
は
。
昨
日
、
工
作
社
の
山
本
伊
吾
さ
ん
よ
り
「
夏
彦
の
影
法
師
」
送
っ

て
い
た
だ
い
た
。
手
帳
　
冊
の
置
土
産
の
副
題
が
あ
る
通
り
、
山
本
夏
彦
の

日
記
、
手
帳
の
、
息
子
さ
ん
に
よ
る
公
開
で
あ
る
。
山
本
夏
彦
さ
ん
を
知
っ

て
い
る
人
間
に
は
こ
れ
程
面
白
い
モ
ノ
は
無
い
。
知
ら
な
い
人
に
も
面
白
い

で
あ
ろ
う
。
頭
が
乗
っ
て
、
十
一
時
迄
山
口
勝
弘
電
脳
ギ
ャ
ラ
リ
ー
書
い
た
。

無
駄
が
一
番
面
白
い
。
他
に
〆
原
稿
沢
山
あ
る
の
に
ナ
ァ
。
今
朝
の
地
震
は

北
海
道
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
の
大
き
な
地
震
だ
っ
た
の
が
解
る
。
十
勝
の

ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
塔
は
無
事
か
。
十
四
時
研
究
室
配
島
工
業
社
長
。
中
国
へ
行

っ
て
い
た
ら
し
く
、
中
国
の
建
材
の
余
り
の
安
価
振
り
に
仰
天
す
る
。
日
本

の
建
設
価
格
の
根
底
を
揺
す
る
事
に
な
っ
て
ゆ
く
か
も
知
れ
な
い
。
中
国
に

木
製
品
は
無
理
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
原
材
を
ロ
シ
ア
か
ら
輸
入
し
て
、
そ

れ
を
加
工
し
て
い
る
ら
し
い
。
進
行
中
の
朝
山
邸
の
総
工
費
に
関
し
て
話
し

合
い
。
な
ん
と
か
し
て
も
ら
う
事
に
な
っ
た
。
十
六
時
半
、
中
国
よ
り
李
祖

原
到
着
。
や
っ
ぱ
り
主
が
増
え
る
と
研
究
室
は
活
気
づ
く
。
九
州
の
忍
田
さ

ん
よ
り
メ
ー
ル
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
入
る
。
段
々
、
最
適
解
に
近
付
い
て
い
る
。
二
十

三
時
世
田
谷
村
。

　
九
月
二
十
七
日

　
九
時
銀
花
世
田
谷
村
取
材
。
十
二
時
半
ま
で
。
明
日
は
久
し
振
り
の
松
崎

行
、
沼
津
に
ケ
ガ
で
入
院
中
の
藤
井
晴
正
の
見
舞
に
も
行
き
た
い
。
十
五
時

設
計
製
図
公
開
講
評
会
。
二
〇
時
半
終
了
。
二
十
二
時
よ
り
打
合
わ
せ
二
十

三
時
終
了
。
翌
〇
時
十
分
世
田
谷
村
に
戻
る
。
オ
フ
ク
ロ
が
来
て
自
分
の
部

屋
で
寝
て
い
た
。
明
日
は
又
、
説
教
さ
れ
る
ん
だ
ろ
う
。
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